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「筑豊ゼミ」とは・・・

NPO法人住学協働筑豊地域づくりセンターが運営する研究会です。

ふるさと・筑豊の「豊かなまちづくり」という理念のもと、筑豊という広いフィールドを舞
台に、地域住⺠と近畿⼤学産業理⼯学部をはじめとする地域の⼤学が協働して地域づくりを
様々なテーマで研究しています。

住学協働で地域に関する活動を⾏うことで、⽣涯学習の場を提供したり地域活動グループの
ネットワーク化促進・新しい将来像の形成・地域経済の健全な発展のための仕掛けづくりを
⾏っています。



「研究会活動」

今期は下記の研究会活動が⾏われました。

特に「まちづくり」を共通テーマとして第35期から活動を始めた写真部と勝手に提案研究会は合同活動となり、
今期活発に活動範囲を広げており、市や地域の方々とのネットワーク化の促進が進みました。

01.写真家2.0/筑豊地域おこし研究会（写真部）＋ 02.住み続けたいまち・住んでみたいまち 勝手に提案研究会

03.市⺠遺産研究会

04.つかこうへいと筑豊研究会

05.古代のロマンに酔う研究会

※情報発信/データデザイン研究会(Pd.D研)は、活動休止中です



01.写真家2.0/筑豊地域おこし研究会（写真部）

筑豊の魅⼒に気づき、故郷を⼤事に思うふるさと魂を醸成する。
筑豊地⽅には、住⺠それぞれの⽣活圏外にも、たくさんの知られざる魅⼒が隠れている。
しかし、その魅⼒も⾃ら進んで知ろうとしないと知ることができないのが現状である。
写真を撮るという⾏為を通じて、⾃ら進んで魅⼒を発⾒していこうとすることで、新たに
気づきを得、更にはその⼟地やそこに住む⼈たちにも興味を持つようになる。
コミュニティが繋がるためにはコンテンツが必要であり、今やだれでも気軽に撮れるよう
になった写真がその役割を担うことができる。
この研究会のプロジェクトを通じて「地域を好きでい続ける」、サステナブルなコミュニ
ティを醸成することを目標としています。

※まちづくり活動を目的とした活動として「02.住み続けたいまち・住んでみたいまち 勝手に提案研究会」との協働活動を⾏っています。

02.住み続けたいまち・住んでみたいまち〜勝手に提案研究会



















































03.市⺠遺産研究会

晩秋の10月27日(金)、私たち市⺠遺産研究会6名はレンタカーに同乗し、今回の研修目
的地である唐津に出発。数年ぶりの遠出だった。最初に訪れたのは国指定重要文化財の
旧高取邸。杵島炭鉱主として財を成し、地には3つの玄関があり、最盛期には34の部屋に
100人程の使用人が働き、大広間には能舞台があるという大邸宅だった。贅をつくした室
内には、豪華な襖絵や能狂⾔に題材した杉⼾絵、動物や植物を透かし彫りにした欄間が
特徴で、トイレには有田焼の陶器が使われ、寝室と客間にはモダンな洋式暖炉が備えられ
ていた。

唐津湾を見渡す大広間の奥には5メートルの檜の能舞台。この部屋は両横を広げれば30
畳にもなり、能鑑賞や重要会議場として、大隈重信などの要人が数多く訪れた。能舞台
に対面する欄間には兎、猿、鹿、鶴などが、まるで能を見るように彫ってあった。また、能舞
台の部屋裏に描かれた、松、竹、梅、紅葉などをあしらって、春・夏・秋・冬を表現した優
雅な襖絵も印象的だった。

会員1人1⼈が⾃分の興味に従い、未来の市⺠に伝えたいと思う、有形・無形の⽂化遺産や⾃然遺産とそれに関する物語である
「市⺠遺産」を紹介する活動を⾏っています。また「筑豊近代遺産研究会」と連携したフィールドワークも企画しています。

活動報告



室外に出て潮騒の松並木に沿って外庭散策を終えた私たちは、楽しみにしていた昼食
会場の呼子へと向かった。

呼子と言えば、”イカの活き造り“が定番。刺身を食べた後の残ったイカを天ぷらにするか
、塩焼きにするか迷い悩んだ結果、3人前に分けた「天ぷらと塩焼き」両方の味を堪能、
本場のイカの活き造りは格別だった。

次の⽬的地は名護屋城跡。豊⾂秀吉が⽂禄・慶⻑の役の本陣として、僅か5ヶ月で

築城させた名護屋城は大阪城に次ぐ規模を誇ったが、今は石垣だけが往時の姿をとどめ
ていた。大手口から坂道を上り本丸(天主台)に着くと広場の中央には名護屋城跡の石
柱(写真)が建ち、少し離れたところには「太閤が睨みし海の霞かな ⻘⽊⽉⽃」の句碑も
あった。秀吉の中国(明)や朝鮮への野望は見果てぬ夢、海の彼方に漂う「かすみ」だった。

玄界灘を望む高台には全国から参集した諸大名の陣跡説明版があり、加藤清正や福
島正則、⿊⽥⻑政、徳川家康などの名だたる武将と並んで「⾜利義明」の名前を⾒つけ
た。室町幕府15代にして最後の将軍だった義明は織⽥信⻑から京を追われ、⽑利⽒や
島津氏を頼って諸国を流浪し、のちに秀吉に仕え重臣として1万石の厚遇を受けた。時代
に翻弄され続けた前将軍は秀吉家臣団の一員としてこの地に来ていたのだ。

朝9時に出発した私たちは「研修」と「親睦」の２つの成果を土産に無事帰着、締めの
言葉は「お疲れ様」。その夜、風呂上がりの東の空には十三夜の月が輝いていた。

(山下記)



04.つかこうへいと筑豊研究会

2010年7月10日に亡くなった劇作家で脚本家、直木賞作家のつかこうへい氏
の命日です。今年は14回忌の法要「すかぶら忌」を、嘉麻市の善照寺にて開催
いたします。

つかこうへい氏は、日本の「芝居を変えた男」「つか以前つか以後」と言わ
れ、1980年代から2010年に亡くなるまで、常に演劇界に新風を巻き起こし話
題になりました。つかこうへい氏は筑豊は嘉穂町（現・嘉麻市）の出身で、こ
の筑豊で育ったからこそ、独特な作品が生み出されたと思われます。

そうしたつかこうへい氏を偲び、法要を行いますので、ご参加頂きますよう
ご案内申し上げます。

日 時： 7月10日（月） 13時30分〜

場 所： 善照寺 嘉⿇市上⻄郷590

2024.07.10 つかこうへいさん14回忌「すかぶら忌」を開催しました。

日本の演劇界の風雲児と呼ばれた劇作家「つかこうへい」は、筑豊の嘉麻市出身です。

筑豊の人々に「つかこうへい氏の作品」（小説、演劇、映画）が身近に親しまれ、筑豊の若者たちの文化意識が向上し、心豊か
な生活に結び付くよう、つか作品や筑豊の豊かな文化を学ぶ場となるよう活動をしていきたい。

活動報告



05.古代のロマンに酔う研究会
遠賀川流域が古代文化で栄えた地域であることを全国的に広める。

また、学究的な研鑽を積みながら、色々な催し物を企画し、歴史の嵐を吹かせなければと想っています。

※遠賀川上流古代祭り実行委員会(団体会員)が運営している研究会

活動報告
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収入 支出 残高 備考

　正会員会費（市民遺産研究会　5,000円×8名） 40,000 32,000 8,000 活動費　4,000円 × 8名

　団体会員会費（遠賀川上流古代祭り実行委員会） 0 0 0 未納

　団体会員会費（福岡県建築士会飯塚地域会） 10,000 0 10,000

　正会員会費（つかこうへいと筑豊研究会　5,000円×1名） 5,000 0 5,000

　正会員会費（情報発信/データデザイン研究会　5,000円×1名） 5,000 0 5,000

　正会員会費（写真家2.0/筑豊地域おこし写真研究会　5,000円×5名、500円×1名） 25,500 20,000 5,500

 事務局経費 0 0 0

85,500 32,000 33,500

収入 支出 残高 備考

市民遺産研究会 32,000 31,792 208

古代のロマンに酔う研究会 0 0 0

勝手に提案研究会 0 0 0

つかこうへいと筑豊研究会 0 0 0

情報提供/ﾃﾞｰﾀﾃﾞｻﾞｲﾝ研究会（PDD研） 0 1,520 -1,520 令和4年度分（請求漏れ）

写真家2.0/筑豊地域おこし写真研究会 20,000 3,000 17,000

　事務局経費 0 0 0

52,000 36,312 15,688

市民遺産研究会

古代のロマンに酔う研究会

勝手に提案研究会

つかこうへいと筑豊研究会

情報提供/ﾃﾞｰﾀﾃﾞｻﾞｲﾝ研究会（PDD研）

写真家2.0/筑豊地域おこし写真研究会

　事務局経費

研修費

市民遺産研究会 旧高取邸・名護屋城入場料

古代のロマンに酔う研究会

勝手に提案研究会

つかこうへいと筑豊研究会

情報提供/ﾃﾞｰﾀﾃﾞｻﾞｲﾝ研究会（PDD研）

写真家2.0/筑豊地域おこし写真研究会

　事務局経費

消耗品費

市民遺産研究会 プリンターインク

古代のロマンに酔う研究会

勝手に提案研究会

つかこうへいと筑豊研究会

情報提供/ﾃﾞｰﾀﾃﾞｻﾞｲﾝ研究会（PDD研）

写真家2.0/筑豊地域おこし写真研究会

　事務局経費

図書費

市民遺産研究会

古代のロマンに酔う研究会

勝手に提案研究会

つかこうへいと筑豊研究会

情報提供/ﾃﾞｰﾀﾃﾞｻﾞｲﾝ研究会（PDD研）

写真家2.0/筑豊地域おこし写真研究会

　事務局経費

雑　費

市民遺産研究会 交通費

古代のロマンに酔う研究会

勝手に提案研究会

つかこうへいと筑豊研究会

情報提供/ﾃﾞｰﾀﾃﾞｻﾞｲﾝ研究会（PDD研） 交通費等

写真家2.0/筑豊地域おこし写真研究会 資料印刷代

　事務局経費

36,312【活動費支出計】

【活動費計】

【会費計】

0

3,000

0

活動費の収支

0

0

22,452

0

0

0

0

摘　　　要

0

0

0

0

3,720

0

0

第36期 筑豊ゼミ　決算報告 （2023.04.01～2024.03.31）
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0

0

0

0

研

究

会

研

究

会

0

1,520


